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医学部分館の和漢医書

平成五年五月某日,京都で久しぶりに再会 した梶山雅

史氏はうれしそうに鞄から封筒を取り出した｡岐阜大学

附属EgEfltg館の医学部分館に江戸時代の医杏が沢山あるこ

とが判明したとのことであり,封筒の中身はその怨名 リ

ストであった｡｢これは大したものです｡いちど調査さ

せて下さい｡｣酔眼に映った雷名だけから,先のことも

考えず.つい叫んでしまった｡これほどの蔵番は一体維

｢ ､一∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴

けであった｡手帳を見ると,西尾市立図告館の岩瀬文庫

で京都の山本読書室旧蔵本を調査した翌日の七月二十九

Elである.当Elは岩漸文庫で一緒だった遠藤正治先生

(現在撃陽高校)もお誘いした｡昨秋.予期せず本誌へ

の寄稿依瓶を受けたが,より詳 しく音誌調査を,と思い

つつ,とうとうそのまま今に至ってしまった｡当時の訪

審ノートにより章めをふさぐことにしたいo

調査の結果,医学部分館所蔵の医学関係和庚籍は主と

して,(1)高山の抽原家旧蔵書,(2)美濃雅山の藤樹家旧蔵

苦,(3)羽島の柴EEl寿太郎莱写講義,からなること,いず

れも幕末明治期の岐阜県医学史資料として虫垂であり,

今後さらに研究を深める価値のあることが判明した｡故

青木一郎氏の調査によると,柏原家の医者としてほ明和

七年 (1770)五月記載の ｢飛騨国書集並医名寄｣に柏原

r ∴ ●∴ ミ■ 1.∴ ∴ .!∴ : ._ .

年に開院した公立高山病院に抽原姓の医員がみられる｡

明治九年作成の医師名緬 (岐阜県立図番館蔵)には軸原

掩蔽の名が挙がっており,歳三十五,漢洋を兼ね,元治

元年正月開業.高LLr町在住,｢安政六年七月ヲリ六 ケ月

間,西京大村泰輔｣のもとで修業したという｡

柏原家旧蔵書

蔵智印一署名,簿跡,幌の状態などにより旧蔵鞍と判

明分のみを掲げる｡

1 重訂解体新書 刊

2 医範提綱 弘化二再刻 刊

3 医学通論 刊

4 薬品手引草 刊

5 済世三方 窮永二 杉田成卿 三1m 等
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松 田 清

6 続内科則 チッソツト 新宮涼庭 四冊 写

7 布赦己御車論 (ブレンヰはいどくろん)

上中下三冊 写

8 名医方考

9 医方策要

10 損料方茎 写

11 古方便氏

12 温疫論私評 南空と秋吉先生著 快雪宝蔵坂 乾坤

13 痘疹秘録 安永九 和刻 ｢柏原一緒｣印

14 麻疹格要方 橘尚党 明和九 刊 ｢鳩春｣印

15 鋲寒訳通 ｢一泊｣塁審

16 琴区竪先生潅腸則 新宮涼庭訳述

導尿別 新宮掠庭訳

古列亜設爾巴斯 (コレアモルヒユス)説 勃微爾

(ホウイーJL,)苦 手EEl川格奄訳 文政五 訳者設 写

冷徹疫症候井治方 南豊秋吉先生口授 写

脹診緑 雨塑秋吉先生 写

17 快雪望傷寒論抜粋 写

18 快雪豊方冊 写

19 快雪堂丸散膏方 写

20 妙薬博物基 藤井見陸 幕輯 文政六

21 婦人良方大全 二十四巻八冊 末 ･陳自明 寛永

十三和別 巻二十Pj末尾に ｢柏原氏｣｢義隆｣の塁

智および ｢柚｣印

22快雪堂方剤録抜粋 巻申下 二冊 写 ｢柚｣印

23 萩繋南鍼 写

24 医方小乗 写 三冊 和田純 ｢柏原｣印

25 南蛮長示蒙 写

26 遼西二十四万 坪井信道編組 天保二序 ｢抽｣印

27 敵聖堂方府 写

28 知止斎煉膏一覧 藍涯先生間 男大村恭謙卿 横紙

写

29 春林軒百方一覧 写

30 初学人身窮理 松山棟毛,森下岩縮 合訳 明治九

再刻 ｢柚｣印.墨書 ｢柚原氏｣

31 医家必読 明 ･李中枠 貞宇田細別 十冊 ｢柚原｣Er]

32 類経Bg菜 八巻七ml 芳i経附巽 四巻二冊 ｢仙原｣

印

33 遠西医方名物考 同輔迫 ｢軸原｣印

3Ll 頼経 ｢柏原｣印
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35 陶節庵家蔵傷寒六書 ｢抽原｣印

藤掛家旧蔵暮

1 物理階梯 片山浮吉器輯 壬申初冬 文部省 愛知

県下学校用翻刻 ｢美濃藤樹氏記｣｢藤樹蔵号王手みの
3L;山｣印

2 診法要略 佐々木師興 音矧胡発免 江都須原屋伊

八 上中二冊 下欠 ｢篠掛読谷みの兼山｣印

3 公益本草大成 (題茶 ･和語本草綱目) 岡本為竹

(-抱子)元禄十一刊 洛陽小佐治半右衛門

｢藤樹蔵省みの非山｣印

4 薬物学 (角番 ･El講紀聞) 明治六序 大阪府病院

刊 ｢美濃r#掛氏記｣｢藤樹蔵モFみの兼山｣印

柴田寿太郎筆写講義録

京都肘医学校時代 (明治二十五年頃)の講義録と思われ

る｡

(他に未調査分あり)

1 診断学

2 精神病学

3 処方学 鈴木幸三郎･印架玄得 合着

4 骨筋靭芹店

5 薬物学 小倉丁均治 講述

6 外科通論

7 外科各論

附属図書館にて

医学部分館のあと,附属図智館本館へ移動した｡まず

特別資料庫の媒密古架に案内してもらい,一冊-ml丁寧

に挿入された央新しい防虫紙に館員の苦労をしのびなが

ら,和漢籍の蔑む印を調べた｡短時間ながら-r群怒薙
従』に ｢立教相図苔印｣｢桑名文館｣｢白河文陣｣印.
『平舘鯨蔽怒』に ｢阿波国文庫｣印,F'賢治適鑑Jlに ｢野
村謀議番印｣を見出すことができた.立教館は桑名藩の

藩校であり.白河青松平家の蔽缶印 ｢白河文庫｣は松平

定信の子定永が文政六年 (1823)奥州白河から桑名に入

封したことによるのであろう｡｢阿波国文庫｣は阿波蜂

禎賀家の夜番であるO野村藩は大垣qr田藩が明治二年五

月に改名したもので.明治四年七月に野村県となり,同

年十一月岐阜県に編入された｡ここでの収穫は蔵杏印の

他に,以前から一度手にしたいと思っていた川上広樹著

r足利学校串疏考｣(細川1-洲序.明手合十三年刊)にめぐ

り会えたことである｡大垣の江馬元齢 (清里)が著した

啓鷲香 F人身問答j(明治八年刊)もうれしかったo

訪杏の楽しみは,未整理本のなかから思いがけない発

見をすることである｡未整理本を尋ねると.岐阜高等E3

Nα151995

林学校および岐阜師範学校旧蔵の教科怨頬が集密杏庫に

一括収納されているというo薄暗いEB架に輝いて見えた

のはJSMlll.DisserLalLOrLSandDLSCLLSSLOnSLondon.

1867の美本で,岐阜芯等腿林旧蔵Tl,Jrのfiの高さを物語っ

ていた｡

岐阜師範学校旧蔵部のなかに装丁から一見してフラン

スFIutと分かるものがあるので不思議に思い,手にとって

開いてみると.｢大垣文庫｣の読む印をもつプレーズ

F英国史J]第四版Bel邑ze.G.HIStOLred'Ar好如errePar)S,

1869ではないかDプレーズの著した教科訂正書 F初等

教育教程.Iの一冊で,このシリーズは明治初期に各地の

藩校で購入されたものである｡これまで高知藩旧蔵の

r英国史jr理化学j(高知県立退手前高校蔵),福井帯旧

蔵の 陀糾ヒ学』(福井市立図ffut館蔵)が管見に入ってい

る｡大垣藩もやはりそうか｡同じ｢大垣文雄｣印を有す

る蘭和辞LJ珪｢ドゥ-7.-ルマ｣を大垣市立園舎館で見

ていたので,等兼の先進津における蘭学から仏学への流

れをここでも確認できたOこの大垣本は表紙に ｢俳TDベ

リーズ 英国史｣と塾TIFした貼紙がある.赤通しが多数

見られ.特にマグナカルタやノルマンコンケストの部分

はよく読まれている｡acquleSCement,abreuv6など中級

レベルの単語に赤通しが付けられているところから.読

者は比較的高度なフランス語読解力を身に付けていたと

思われる｡同じ｢大垣文庫｣印のあるゴサンr理科入門j

Gossln,H,CourseLementaLredephysLqLLe Parュs,1867

さらに ｢野村藩蔵aT･印｣をもつノエル,シャプサル共編

FI新フランス語辞gLLj第二版NoeletChapsal.NoLLUeatL

dicL10,LnalredeLakLngLLe/raniaLSeParts,1868 も出
てきた｡後者はプレーズの教科書とならんで各地でよく

見かける辞典である｡前者の口絵に見られるスペクトロ

グラムの見事なカラー印刷はこの洋怨を手にした明治初

期の日本人に.ヨーロッパの高度な印刷技術を認諾は せ

たにちがいないO

整理済みの岩田文庫では璃得馬第加 (マテマチカ)塾

蔵版 r探臨方法j(剣持発行者,阿波滞士小出備蓄序,

天保十一年刊)が印象深かったD喝得粥第加塾は串末明

治初期に活躍した和井家で西洋数学を導入した内田五観

の数学塾であり,小出順番 (長十郎)は義軍府天文方でラ

ランデ天文苛の翻訳に参画した蘭学者である｡

わずか一日の訪空Fであったが.梶山館長と本好きの図

か館員のおかげで痛快な消夏の夕べを過ごすことができ.

良き思い出となっている｡

(まつだ きよし 京都大学総合人間学部教授)

(各図番の配援場所 特別ff料･フイルム舵)
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